




























































































































~ー画 面 聞き手 先生 先輩 友人 後輩
(韓国 .カジュアル) 43 42 45 45
(韓国 .フォーマル) 37 48 47 46
(日本 .カジュアル) 41 43 48 35

























B.謝罪表現:｢(ェ-ト あの 先生) すみませんO｣ [JMICA-112-親 ･先生]



















G.根拠付け表現 :｢司司 蚕千号7周 智010月71喜 8-n敦旨t:jl且.(私たち友達同士でいろ
いろと話をしてみたんですが｡)｣ [KF-CA-130-親 ･先生]
H.協力表明表現 : ｢ユ司リ7T旨 中書 ql司l7T司 曾ot菩珂Llれ (だから違うところ､
私が調べてみますからo)｣ [KM-CA-105-親 ･上]
I.協力放棄表現 :｢司叫干スl留吉中里 ヰ olを札 (変えないのであれば私は行かない
よ｡)｣ [KM-CA-142-親 ･同]
J.禁 止 表 現 :｢ヱ召早司スl叶 コせ.(我を張るな､もう｡)｣ [Kか卜CA-125-親 ｡同]
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0.場面言及表現 :｢マ せっかく マ 今こういう話し合いをしているし｡｣
[JM-F0-12卜疎 ｡上]

































① J^司ot,②♀司 望均せ tll7T坤.③717一朝 7T?④望孟 瑚ロlojti^工,⑤盟主圭一堂
7T7l富ol中吉乳 ⑥吾 ♀型71を(札 ⑦書手 フTスl曽スト
①ソンヒ (呼びかけ)､ ②MT違うところに行こう○ ③どう_し‡あそこ_追行iq?_? ④
























図1 行為指示表現 (韓国-カジュアル) 図2行為指示表現 (日本一カジュアル)
忠 LJ 56/ -244i書林 舶袈妄 出型
､q､58iヽ
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(9)訴え型 (命令文) :｢ol塑型 書 中覇 卑串.(今回は変えてみろ｡)｣
lKF-CA-131-親 ･下]









(ll)疑問型 (非情報提供要求文) :｢人1呈合 印孟 アト1旨 7101登忍者リ7r?(新 し
い ところに行 かれ るのはいかがで しょ う
かO)｣ [KM-CA-118-親 ｡先生]






(13)疑問型 (非情報提供要求文) : ｢場所を変えてもいいんじゃないでしょうか｡｣
[JfLCA-136-親 ｡先生]
韓 ･白雨言語の反対意見表明行動の対照研究-場の改まり度による表現形式の使い分けを中心に- 77










(15)感嘆型 (感嘆文) ｢違うところも行ってみたいな-o｣ [JF-CA-136-親 ･下]





図3 行為指示表現 (韓国-フォーマル) 図4 行為指示表現 (日本-フォーマル)
















(17)演述型 (判断文) :｢中書 t:l主 査旦軍 書教書リ中,(違うところに行ったら
いいと思います｡)｣ [KM-F0-137-親 ･同]
(18)演述型 (判断文) ｢人月音7il更旦軍 書% 71を阜瑚且 .(新しくすると良い
と思いますけどC ) ｣ [KF-F0-120-親 ･下]

























先生 先輩 友人 後輩
(1)図5は､フォーマルな場面認識をまとめた結果であるが､§4,2.1図3と比べ
ると親 しい友人 ｡目下を相手にする場合に演述型が確実に増えている (友人に
16.8%､後輩に6.2%)｡
(2)表 2､表 3は､友人､後輩に対する談話の中に現れた丁寧体 (表中で+と表
記) ｡普通体 (表中-)を調べたものである｡表2､表3のカジュアルな場面で
はすべて普通体が用いられているため､特に記号は用いていない｡
表2 韓国一対友人 表3 韓国一対後輩
(カジュアルからフォーマル-移行) (カジュアルからフォーマル-移行)
ForfWl情意表出型 演述饗 矧ilE控Ii訴え型 × 計






? ? ? ?????
??? ??
.H L
Fo演述型 疑問要5-Li訴え 型 × 計
+ - + - + -- + - +
供述型 3 2 1 3 3
疑問型 4 1 2 2 6 3
訴え型 13 5 3 1 4 4 219
× 2 1 1 1 2 3
計 20 10 6 3 2 5 4 3218






















訴え 型 (命 令 文 ･依 楠命令文)聞き手の行為を要求する機能を果たす車,の｢,話し手の行為を含まず､
相手の行為のみを要求するもの
6 訴え 型 (勧 誘 文) 聞き手の行為を誘 う形を取り､話し手自身の行為を含むもの
5 疑問 型 (情 報 提供要 求文) 聞き手に情報の提供を要求する働きをするもの
4 疑問 型 (非 情 附是供 要求文) 聞き手に情報の提供を要求するものではなく､聞き手の行 う行為に示
唆を与える働きをするも)の
3 演述 型 (陳 述 文 ･判 断文) 話し手の知識を聞き手に情報として提供するもの
2 情意 衷 杖i型 (希望文 ) 発話時に話し手の内面に有する感情や感覚などを情報として聞き手に
伝える働きをするもの





































































ス トラテジー 機能 主な支持ス トラテジー表現 (韓国-カジュアル) (韓国-フォーマル)
先生 先輩 友人 後輩 先生 先輩 友人 後輩
FTAの緩和 芸言霊芸芸芸芸 6.9% - 6.7% -- 2,1% 2.0%20,6% 4,4 14.0% 5.4%20.0%
効果的な説得 器㌫137;'芸芸 3.4%40.4%49.0% 17.5% - 8.1% --172 255 41 43 17,8%30.2%405 40.0%
(反対)意見保持表明聞き手の理解補助 話題 (内容)言及 現 15.5% - 4.8%33.3%27.90/i,24.3% 14.3%
(lLJJ.現頻度の高いもののみを取り上げたため､総計は100%にならないG表中の-は使用率O (7,er())を表す)
表6 日本の主な談話支持ストラテジー表現
ストラテジー機能 主な支持ストラテジー表現 (日本-カジュアル) (日本-フォーマル)
先生 先輩 友人 後輩 先生 先輩 友人 後輩
FTAの- 芸雷雲芸芸芸芸 - 2.8% - 8,7% 14.7% - 5.0% 16.7%2.9% - 59 9.5% 33
効果的な説得 霊蒜 浮雲芸 5.7% 2.8% 3.6% 8.7% - 4.8% 5.0% 3.3%86 - - 1.4.7%286 100,

























































































~海面 ＼ー 聞き手 先生 先輩 友人 後輩
(韓国.カジュアル) 4/3 0/8 0/5 0/5
(韓国.フォー-マル) 12/1 2/0 2/1 3/1












4) この分頬は､井出 (1982､1991)とナカミズ (1992)の考え方による｡井出 (1982､1991)
は敬語ス トラテジーの言語表現のレベル分類を行い､文レベルの要素と談話 レベルの要素があ
るとしているOナカミズ (1992)は､依頼発話行為を構成するス トラテジーーを ｢依頼を支持す
るス トラテジー｣･｢理由節｣ ･ ｢依頼節｣の三部分に分けて分析 している｡
5) 記号の読み方 ;JF:日本人女性､KM:韓国人男性､cA:カジュアルな場面､FO:フォーマル
な場面､105:談話番号､疎 ･下 :聞き手との関係





李 青棒 (2001) ｢日･韓両言語における反対意見表明行動の対照研究一談話構造とスキーマを中
心として-｣ 『阪大日本語研究』13 大阪大学文学研究科
井出祥子 (1982) ｢待遇表現と男女差の比較｣ 『日英語比較講座 文化と社会』第5巻 大修館書店
(1991) ｢待遇表現｣ 『講座 日本語と日本語教育』第12巻 (下)明治書院
井出祥子 ･桜井千佳子 (1997) ｢視点とモダリティの言語行動｣田窪行則編 『視点と言語行動』く
ろしお出版
任 栄哲 (2000) ｢ことばと文化の日韓比較 くその3>｣ 『言語』29-9
任 栄哲 ･李 先敏 (1995) ｢あいづち行動における価値観の韓 日比較｣ 『世界の日本語教育』5
国際交流基金日本語国際センター
厳 延美 (1999) ｢発話機能からみた日本語と韓国語の依頼の構造とス トラテジー-談話完成テス
トの結果から…｣ 『第4回研究大会予稿集』社会言語科学会
鈴木 睦 (1997) ｢日本語教育における丁寧体世界と普通体世界｣EJ窪行則編 『視点と言語行動』
くろしお出版
中田智子 (1990) ｢発話の特徴記述について-単位 としてのn-oveと分析の観点-｣ 『日本語学』9
--ll
西尾純二 (2000) ｢言語行動における遂行義務と回避義務｣ 『阪大日本語研究』12号 大阪大学文
学研究科
ナカミズ tェレン (1992) ｢日本語学習者における依頼表現-ス トラテジーの使い分けを中心とし
て-｣ 『待兼山論叢』26 大阪大学文学会
韓 永玉 (2000) ｢韓 ･日の依頼 ･断り表現の社会言語学的一考察-上下 ･親疎関係を中心に-｣
88
任 栄哲編 『日本人と話しことばⅡ』 (私家版)韓国中央大学校
益岡隆志 (1991) 『モダリティの文法』くろしお出版
三枚陽子 (2000) ｢丁寧体基調の発話にみる独話的発話 ･直接引用 ･心情の直接表出-『働きかけ
方式』のポライ トネス･ストラテジーとして-｣ 『大阪大学留学センター研究論集 多文化社
会と留学生交流』4
宮地 裕 (1995) ｢依頼表現の位置｣『日本語学』14-10明治書院













○○印可olべき MT喜 ロ的id を与 奪と主 音月中.ユ司叫,tjl%三 曽ol書工,軍司
州主食 蚕oISi旨 更ol串,望呈 OJ717T･忠告リ中.ユ軍司l三 朝軍 を% 更% 7T旨 蚕oI
olせ胡 月,童子啓印 "tIl書き t:1王 驚喜t司l句17171聖 7T司?"卑ヱ せ啓 召三 悪% 確
立主用 J^ せqlすき 037ol一望リtL
瑚豆本oJ ( )旨Ol塑olエ ロ的i7T･t=a 更旦呈 7T斗ヱ 督リ中.車用91巷%せ曹 司
ol撃71せ筈舌T･^l忍者リ列?
【( )内には､親疎関係､上下関係 (先生､目上､同等､目下)をクロスさせた8人の聞き手が入る】
(博士後期課程学生)
(2002年7月25日 受付)
(2002年10月16日 修正版受付)
(2002年11月14日 再修正版受付)
(2002年12月2日 掲載決定)
